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【授業名】　
山形大学　基盤共通教育
　　

【授業の目的】
〇男女が共に仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン
ス）を保つことができる働き方について考え、自分の
キャリアビジョンを描く。
〇「男女共同参画社会」を理解し、課題やその解決策につい
て考える。

【授業の計画】
〇多方面で活躍する学内外のゲストによる講義。
〇講師への事前質問や授業の進行などを学生が担当。
〇グループワークによる課題解決学習。
〇自分の考えを発表。
〇男女共同参画センターの見学。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づ

き、男女共同参画のために大学が担うべき役割と責任を自

覚し、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成22年）を策定

し、男女共同参画を推進してきました。令和2年度から第2

次基本計画に従って、さらに充実した取組を進めています。

　性別にかかわらずに、すべての人が個性と能力を発揮で

きる世の中がダイバーシティ社会です。我が国では男女共

同参画基本計画や科学技術基本計画等の下、男女共同参画

や教育分野におけるダイバーシティ推進を図っています。

山形大学は平成27年度に文部科学省のダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（連携型）に採択され、米沢栄養

大学、大日本印刷株式会社研究開発センターと連携し、ダ

イバーシティ研究環境の実現に取組んできました。

　この「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス」の授業

は、男女共同参画を担う次世代を応援するため、ダイバー

シティ推進室が担当しています。

山形大学男女共同参画基本計画（第2次）

第一章総則（目的）第一条
・男女の人権の尊重
・社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある
社会を実現する緊要性
・基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民
の責務
・施策の基本となる事項を定めることにより、男女
共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進

令和7年度  山形大学  基盤共通教育の授業

「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス（山形から考える）」
《講義内容》

「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス（山形から考える）」

山形大学は、令和2年4月に山形大学男女共同参画基本計画（第2次）を施行しまし
た。第2次基本計画では、令和2年度から10年間を計画期間とし、男女共同参画とダイ
バーシティを一層推進することを目的に、基本方針及び具体的施策を定めています。
女性教員比率や女性管理職比率に関するより高い目標を掲げ、「無意識のバイアス」
や性的指向・性自認等への配慮なども明記しました。また、「多様な性に関するガイド
ライン」を策定し、研究・仕事と家庭生活の両立支援制度の充実を図りました。今後
も、ダイバーシティを推進するため、地域や県内外の大学等とネットワークを拡大し
ていきます。



振り返り講義の
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●高校時代から男
性優位の中、自分の

やりたいことに向

かって突き進む高
橋さんの姿は自分

の軸のある人だと

感じた。

●高橋さんのお話
の中の、夫が家事・

育児をすると良い
旦

那さんと称されるの
に妻は当たり前と

されたり、夫が妻

のキャリアアップを
支えると褒められ

るのに妻が夫の

キャリアアップをサ
ポートするのは当然

のこととされた

り……というよう
な無意識な思い込

みはまだまだ無く

なっていないように
感じる。共働き世帯

が増えていると

いう現実の中で、女
性だけが家庭面で

も仕事面でも周

りからのサポート
を享受できないと

いうのはかなり不

平等であり、苦しい
だろうと思う。将来

は家事・育児・趣

味を夫婦ともにバ
ランス良く行えるよ

うに、家族で話し

合わなければなら
ないと思った。

●現代ではSNSな
どにより他人の幸

せそうな面ばかり
が

切り取られて浮き
彫りになってしまい

、自分に負い目を

感じて自己肯定感
が下がりがちにな

る人が多いと推察

される。完璧主義を
モットーに全てを完

璧にできたら申

し分ないとは思う
が、その裏には涙ぐ

ましい努力や苦

労、ストレスが隠れ
ているだろう。

●「ワーク・ライフ・
バランスとは、あれ

もこれも、まあまあ

の力でやって、まあ
まあの結果を出して

いく」ことである

とおっしゃった。社
会は一人ひとりそれ

ぞれが回すもの

で、みんなが完璧に
するのではなく、み

んなでみんなの

足りない部分を補
い合いながら支え

合える世の中にし

ていきたいと思っ
た。そのために、ま

ずは自分ではでき

ないところを周りの
人に助けを求める

練習から始め、誰

かを頼っても良いと
いう雰囲気をつく

り出せるようにし

たいと思った。

高橋 真枝
山形市役所企画調整部次長（兼）男女共同参画センター所長

50歳代
山形県出身

講師
Profile 山形市役所1992年採用。教育委員会管理課長を経て

2022年度より現職。これまで主に教育委員会のほ
か、産業振興の業務を担当。家族は同じく市役所職員
の夫と社会人の子ども。趣味はソロ旅。

講義 1

まあまあの力でやって、まあまあの結果を出していく
10月8日（水）14：40～16：10

山形市・山形県か
ら出て

働きたいと思った
ことは

ありましたか？

山形市の外に出て働きたいと
思ったことはなかった。実際、
実家からの手助けのおかげで
仕事と育児を両立することが
できていると感じている。

●就職した動機と仕事の内容
　　親に「転勤がないから」という理由で勧められ山形市役所職員になった。就職先を決め
る理由は人それぞれだが、「大きな理由なし」もありだと思う。
●これまでの道のり
　　山形市で生まれ、山形東高、東北大学経済学部を卒業し、1992年に山形市役所に入庁。
中学・ 高校・大学・職場で吹奏楽部に在籍。市役所に入ってからは産業振興・雇用創出、生
活保護、市立保育所の管理、食育推進、教育委員会 の人事業務などに従事。さまざまな分
野の業務を経験した。失敗することも多かったが、女性である自分も男性とおおむね差別
されることなくチャレンジする機会を与えられてきた。
●ワーク・ライフ・バランス
　　特筆すべき才能は何もないにもかかわらず、仕事で自己実現しようと、子供のころから
思っていた。ここまで何とか仕事と育児を両立できたのは実家の両親のおかげだと思っ
ている。
　　ワーク・ライフ・バランスとは、仕事も育児も完璧にこなすことではなく、どちらもまあ
まあの力でやって、それなりの結果を出していく（出せればいい）ということ。
●夢や目標
　　男女共同参画センター所長としての目標…家庭内、企業内などあらゆる場面において、
女性も男性も対等な立場で意思決定できる社会の実現。
　　一人のオバサンとしての目標…いつか世界一周旅行をすること！
● 学生へのアドバイス
　　働くことは意外とおもしろい。みなさんの活躍の場は必ずある。
　　スマホの画面には日々膨大な情報が流れ込んでくるが、それは発信者の都合によるも
のが多数。 本当に欲しい情報は必ず自分から取りに行きましょう。
●男女共同参画社会を考える
　　人口の半分は女性。まずは、身近なところから。 家庭内で、男女が家計責任（世帯収入の
確保）とケア責任（家事育児介護）を分かち合う環境の実現を目指しましょう。疑問やモヤ
モヤは流さずに「はて」と立ち止まって考えてみましょう。
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振り返り講義の 振り返り講義の

●やらなきゃいけ
ないことにばかり

気を取られて、自分
の

やりたいことを考
えることがあまりで

きず、仮に何か思

いついても、「失敗
したくない」という

気持ちが先に出て

しまい、なかなか行
動に移すことがで

きない。しかし、お

話を聞いて、そこを
一歩頑張って踏み

出してみたら、想

像もしていなかっ
た未来が来るのか

もしれないなと感

じた。

●「キャリア」と聞く
とどうしても仕事に

関することだと考

えてしまうが、仕事
だけでなく、私生活

でもやりたいこ

とを見つけ、それを
継続し、夢をかなえ

ていく。失敗を恐

れすぎず、様々な経
験を経て、私の人生

の「キャリア」を

積み重ねていきた
いと思った。

●大人になってか
らの夢の叶え方に

ついてお話しされ
た

際の、「周りを巻き
込む、1人でやらな

い」というのが印象

に残っている。いつ
も、「迷惑かもしれ

ない」と思い、あま

り人に頼めず始め
る前に諦めてしま

うことが多かった

が、それではいつま
でたっても変わらな

いのだなと気づ

いた。自分の人生を
豊かにするために

、夢を叶えるため

に、誰かに頼る、と
いうことも大切に

していきたいと感

じた。

●ちょっとした趣味
から自分のキャリア

につながるという

ことが分かった。将
来何をしたいかま

だ決まっておら

ず、先が見えない状
況だが、趣味が自分

のキャリアにつ

ながるということが
分かり、まず何かを

始めることが大

事なのだと感じた
。

●講義を通してキ
ャリアというもの

が何なのかを考え
る

きっかけにもなった
し、どういうものな

のかという漠然

としていたものが
かなりまとまり、キ

ャリアについての

理解が深まった。

2度の転職があった
が、次

の仕事への不安は
ありま

したか？

不安を考える余裕はなく、自
分の気持ちに正直に本当にや
りたいことかを考えて決断し
た。将来よりも「今やりたい
か」を基準にしたからこそ、転
職を選ぶことができた。

今やりたいを大切にする働き方
10月22日（水）

早川 真美
14：40～16：10

日新製薬株式会社品質保証部品質管理第二課

40歳代
岩手県出身

講師
Profile 山形大学工学部機能高分子工学科を卒業。2度の転職を経

て、現在は天童市にある日新製薬株式会社荒谷工場に勤務
している。品質管理歴17年。内用剤（錠剤）を中心に製造して
いる工場で、主任としてチームリーダーを担っている。
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●就職した動機と仕事の内容
　　2度の転職活動で、「薬」をつくる分野で働いてみたいと思い、現在の勤め先に転職をし
た。原料や資材の受け入れから、製造された薬の製品試験、そして薬を出荷するまでに必
要な様々な事務処理まで、多岐に渡る業務を行っている。
●これまでの道のり
　　中高は一貫してバレーボール部。特に高校は強豪校として全国大会や全国合宿など、
授業以外の時間は全て部活動に費やした。その時の過酷な経験が、社会人としての成長
力やチーム育成力に生かせていると感じている。社会に出てからは、「自分のやりたいこ
と」って何だろう？と自問自答しながらの数年間を過ごした。自信をもって自分の職を
誇れるようになったのは、今の環境で様々な経験をさせていただいたことで、自分自身
が「社会人」としても「人」としても成長できたからだと思う。
●ワーク・ライフ・バランス
　　20～30代前半は、仕事中心でそれが楽しくやりがいもあったが、年齢を重ねる度に
「このまま仕事中心の人生でいいのか？」「自分は何のために働くのか？」と考えるよう
になった。現在は、仕事以外に子供支援活動やカフェ会などの活動をしており、沢山の方
と出会うことで自分自身の成長にも繋げている。
●夢や目標
　　自主参加型の女性勉強会を開催したい。様々な立場の女性が活躍できる環境を作り、
モチベーションアップしながら共に成長していける場を自分発信で立ち上げたいと
思っている。
●学生へのアドバイス
　　就きたい職が明確な人は、その道に向かって進んでいこう。やりたいことが見つから
ない人は、まずは好きなこと・熱中できることを見つける、視野を広げる活動をする、人
と出会える場所に行く等、学生の間にしかできないことにどんどんチャレンジしてみる
ことをお勧めする。
●男女共同参画社会を考える
　　「男女差」ではなく、「個性」を生かした環境にしていくことが大事。そのために多様性を理
解すること、そして一人ひとりが輝けるようなインクルーシブな世の中にしていきたい。

並河 英紀
山形大学学術研究院教授（理学部担当）

40歳代
島根県出身

講師
Profile 神戸大学、北海道大学を経て、2011年に山形大学に着任。

妻と子ども2人と猫1匹と暮らしている。実家のある島根
県に年2回車で帰省している。学部長の傍ら、子供の小学
校のPTA会長も歴任し公私ともに奮闘中！

どこへ進むかではなく進んだ先で何をするか
10月29日（水）14：40～16：10

新しいことをする
時の気

持ちや大切なこと
は何で

すか？

とにかく前に進むこと！
成功体験を積んで少しでも
ちょっとだけでも前に進むこ
とが大事！

●就職した動機と仕事の内容
　　学部4年生の時に始めた卒業研究に魅了されて以来大学で研究と教育に携わっている。
現在は学部・学部院での講義や研究に加えて学部長として、入試、カリキュラム、進路支援
など学部・大学全体の運営にも携わっている。また、研究費の獲得にも取り組んでいる。
●これまでの道のり
　　学生時代は特に探究的活動に関心があったわけではないが、新しい知識を得ることに
は無意識に楽しさを感じていた。大学入学後に研究に魅了されてそのまま博士前期・後期
課程に進学した。神戸大学・北海道大学・山形大学と渡り歩き、学生から助手・助教・准教
授・教授となり現在に至る。また、大学での教育・研究・運営の傍ら、子供の通う小学校の
PTA会長や、中学校の部活動保護者会会長など、学校や地域と連携した活動も行っている。
●ワーク・ライフ・バランス
　　パソコン1つで完結する業務が多く、夜や週末の隙間時間には自宅で仕事することもあ
る。一見するとワーク・ライフ・バランスが崩れているように見えるが隙間時間ができれ
ば何かしら活動したいだけであり、家族からは止まると死ぬマグロのようだと思われて
いる。もちろん家庭内では家族を優先しているのでワーク・ライフ・バランスは最適と感
じている。
●夢や目標
　　研究の世界ではある程度の成果を出し国内でも認知されるようになったので今後は次
の世代を支える皆さんにとって良い大学環境を整備していくことを進めたい。
● 学生へのアドバイス
　　何を始めるにも「遅すぎる」ことはない。学生時代は新しいことへの挑戦を始めること
ができる貴重な時期。チャンスがあるならやるべき！知識がなくても大丈夫！興味を
持って楽しんで取り組めば、知識は自然とついてくる！！
●男女共同参画社会を考える
　　社会の多くは人々の協力関係によって支えられている。そのため、社会を構成する全て
の人が自分の特性に応じて最大限の力を発揮できる社会を築くことが、協調性と柔軟性
を併せ持つ持続可能な社会の発展につながる。

講義 3

●言葉の端々から
にじみ出る生き方

そのものに心を打
た

れた。ご自身を無鉄
砲で無計画と表現

されながらも、仕

事にも私生活にも
誠実に向き合い、P

TA活動や子育て

にも力を注ぐ姿か
らは、強い責任感と

行動力が感じら

れた。家庭と仕事を
支え合いながら歩

むことが、将来の

キャリアを形づくる
のだと実感し、自分

自身の生き方を

見つめ直すきっかけ
となる講義だった。

●「進んだ先で何を
するか」という言葉

が深く心に残った
。

大学入学で満足せ
ず、変化する環境の

中で「その時のベ

ストなワーク・ライ
フ・バランス」を模

索し続ける大切さ

を学んだ。特に、興
味があるうちに飛

び込む姿勢や、た

とえ無鉄砲に感じ
ていても、新しい環

境に挑戦し、流れ

をよりプラスにする
工夫が、将来の自分

を支える成功体

験に繋がると感じ
た。自分に合うベス

トなワーク・ライ

フ・バランスを考え
、一歩ずつ選択を重

ね、前に進んでい

きたい。

●ご自身を無鉄砲
で無計画と表現さ

れながらも、私生活

と仕事の両面で常
に精力的に活動さ

れている姿が印象

に残った。また、PT
A活動に積極的に

参加され、子育て

にも真剣に向き合
いながら両立され

ている点から、強

い行動力を感じた
。キャリア形成にお

いては、家庭内で

の役割分担が重要
であることを学び、

将来を考えるうえ

で参考になった。

●成り行き任せだ
と言っていたが今

目の前にある状況
を

やりきることができ
るのはすごいこと

だと思う。自分の

ことよりも家族や
研究室、理学部を優

先して考えること

は今の私にはでき
ないかなと思った。

自分のことだけで

頭いっぱいになって
しまう。大学生活で

周りの状況をみ

る力も学びたい。



04 05

振り返り講義の 振り返り講義の

音楽の道から生物
学へ進

んだ決断に後悔は
ありま

したか？

学生時代は義務感で音楽に向
き合っていたが、趣味として
続ける選択をしたことで純粋
に楽しめるようになり、今は
後悔していない。

無理をしない選択が支える研究者の人生
11月5日（水）

宮城 敦子
14：40～16：10

山形大学学術研究院准教授（農学部担当）

40歳代
兵庫県出身

講師
Profile 専門は農産物生理化学。東京大学大学院理学系研究科

生物科学専攻博士課程を退学後、東京大学技術補佐員、
埼玉大学技術補佐員を経て博士（理学）取得。埼玉大学
研究支援者、同助教を経て2021年より現職。

●就職した動機と仕事の内容
　　高校教諭（理科）志望だったが、大学院進学を機に研究をやめられなくなり、教育と研究
の両方ができる大学教員を選んだ。農学部では生化学や有機分析化学などの授業を担当
し、植物のシュウ酸合成に関する研究や農産物のメタボローム解析をしている。
●これまでの道のり
　　中学まではバイオリンやピアノ、音楽理論等を個別の先生に師事しながら音高、音大に
進む予定だった。が、音楽系で職を得るのは難しいため、高校では普通科に進学し、生物、
特に植物に興味があったため、大学では理学部生物学科を選択した。大学院にも進学した
が、なかなか研究成果が出せず、一旦退学のうえ、研究室で技術補佐員として働きながら
学位を取得した。その後、研究員6年、助教3年を経験したのち、4年ほど前から本学農学部
で准教授として働いている。
●ワーク・ライフ・バランス
　　もともと体が頑丈ではないため、なるべく無理はしないよう、自分以外でもできる仕事
は断るようにしている。実家が遠いため、親族の介護が必要な時に山形と実家を往復する
のが時間的にも経済的にも大変だが、そういう時も必要以上に仕事を引き受けないよう
にしている。
●夢や目標
　　定年までは健康第一で無理なく教育・研究を続けつつ趣味を怠らないこと、定年後は健
康管理と趣味に邁進し、悔いのない人生を送ること。
●学生へのアドバイス
　　本当にやりたいこと（犯罪やそれに類する行為は除く）を諦めずにチャレンジしてほし
い。そのために、何をどうすればいいのか、必死で考えたりあらゆる手段を使ったりして、
一度きりの人生を後悔なく歩んでほしい。あと、意外と人生は「急がば回れ」である。
●男女共同参画社会を考える
　　正しい知識と心の余裕があれば色々な背景を持つ他者に寛容になり、誰もが幸福な世
界につながると考えている。そのために、自身の幸福を追求しつつ他者を知り考え続ける
とともに、そのような啓発の機会を持ちたい。

講義 4

●ワーク・ライフ・
バランスとは仕事

と私生活を単純に
分

けることではなく
、人生全体を見据

えて働き方を選び

続ける姿勢である
と感じた。

●体調や家庭の事
情を踏まえ、自分以

外でもできる仕事

は引き受けすぎな
いという考え方が

印象に残った。責

任感がある人ほど
無理を重ねてしまい

がちだが、長く教

育・研究を続けるた
めには、あえて線を

引く判断も必要

だと気づかされた。

●研究成果が出ず
大学院を一度退学

し、技術補佐員とし

て働きながら学位
を取得したという経

歴から、キャリア

は一直線でなくて
もよいこと、遠回り

が結果的に自分

を支える力になる
ことを学んだ。また

、介護など自分で

はコントロールでき
ない出来事が起き

た際に、仕事量を

調整する姿勢は、
甘えではなく人生

を持続可能にする

選択だと感じた。

●ワーク・ライフ・
バランスは個人の

努力だけに委ねら
れ

るものではなく、周
囲の理解や職場の

環境と深く結び

ついている。将来、
無理を美徳とせず

、好きな仕事を自

分のペースで続け
られる社会でキャ

リアを築きたいと

考えている。完璧を
求めすぎず、自分を

守りながら働く

ことの大切さを教
えてくれた。

●将来への不安を
抱えながらも、自分

なりの選択を積み

重ねていく勇気を
与えてくれるもので

あった。学生とし

て、限界を自覚し助
けを求める姿勢を

持つことが、結果

的により良い学び
や成果につながる

のだと理解できた

点も大きな収穫で
あった。

吉原 元子
山形大学学術研究院准教授（人文社会科学部担当）

40歳代
秋田県出身

講師
Profile 中小企業論・地域産業論を専門とし、地場産業の持続可

能性や若年層・女性の人材流出に着目している。中小企
業のネットワークや職場環境の改善を通じた地域活性
化策を研究している。

自分らしく働くためのキャリア形成
11月12日（水）14：40～16：10

進路や就職で迷っ
た際の

判断基準はあります
か？

迷ったときは、自分は何をや
りたいのかを改めて考え、初
心に立ち返ることが大切。そ
のうえで現実と向き合い、無
理のない選択をすることが判
断の基準になる。

●就職した動機と仕事の内容
　　人文学部法経政策学科で中小企業論教員の公募があり、それを機に山形へ赴任した。現
在は人文社会科学部経済・マネジメントコースに所属し、中小企業論や企業課題解決型実
践演習を通して、地域企業と学生を結ぶ教育・研究に取り組んでいる。
●これまでの道のり
　　秋田で生まれ育ったが、強い憧れから大学進学を機に東京へ進学した。大学で中小企業
研究の分野に出会い、その魅力に惹かれて大学院へ進学した。修了後は非常勤講師として
教育や研究に携わりながら経験を積み、紆余曲折を経て2016年より山形大学で勤務して
いる。現在は中小企業論・地域産業論を専門とし、地場産業の持続可能性や中小企業の
ネットワークに着目し、地域産業の活性化に向けた研究・教育に取り組んでいる。
●ワーク・ライフ・バランス
　　大学教員は裁量労働制で働くため、日々の業務における時間の使い方を基本的に自分
自身の判断で決めることができる。授業や研究、学生対応などを状況に応じて調整できる
点は大きな特徴だと感じている。ワーク・ライフ・バランスの面でも、その時々の生活や価
値観に合わせた働き方ができるため、長期的に無理なく続けられる仕事であり、この職業
を選んで良かったと思っている。
●夢や目標
　　中小企業の役に立つ仕事がしたいという思いでこの道を歩んできたが、まだ道のりは
長いと感じている。今後も現場に寄り添い、地域や中小企業の発展に貢献できる存在を目
指していきたい。
● 学生へのアドバイス
　　学生のうちにいろいろなことに挑戦し、自分の可能性を狭めないでほしいと思う。進路
や将来について迷うことがあっても、その経験は必ず力になる。興味を持ったことには積
極的に取り組み、多様な人や考え方に触れながら、自分らしい道を見つけてほしい。
●男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画とは、性別に関わらず一人ひとりが能力や個性を発揮し、自分らしい生き
方や働き方を選べる社会を実現すること。誰もが尊重され、安心して暮らせる社会になる
ことを願っている。

講義 5

●山形で就職して
もらうために、東京

に出ていく人が多
い

現状があるからこ
そ、東京で就職し

ている人に目を向

け、インタビューし
、「なぜ出ていくの

か」「どうすれば止

められるのか」とい
う視点からアプロ

ーチするべきだと

いう考えには、なる
ほどと感じた。　

●宮城県に住みな
がら山形大学に通

っている。これまで

東北の中で生活し
てきた経験がある

からこそ、東北で

就職する人が増え
、地域全体がより活

発になってほしい

と思った。

●男性よりも女性
の方が地域外へ流

出しているという現

状や、その背景にあ
る原因について詳

しく学ぶことがで

き、大変興味深い時
間となった。女性が

就職活動を行う

際に最も重視する
点として「会社の雰

囲気」が挙げられ

ていたことが印象に
残った。

●近年の若者にと
って、厳しい上下関

係や強い指導はネ
ガ

ティブに受け取られ
やすく、そのような

背景を踏まえる

と、働きやすい雰囲
気が重視されると

いう説明に強く

納得した。

●職場の雰囲気が
離職率にも影響す

るという点は、自分

自身の将来の働き
方を考えるうえで

も非常に参考に

なった。働く環境の
重要性について改

めて理解を深める

ことができた。
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振り返り講義の

振り返り講義の

雇用に縛られない
生き方

に不安を感じるこ
とはあ

りませんでしたか
？

自由度が高い一方で、将来の
安定を考えた時に不安を感じ
ることもあった。それぞれの
人にあった働き方を選択する
ことが大事だと考えている。

ライフに合わせたキャリアの変化 好きを仕事に
11月19日（水）

名倉 明子
14：40～16：20

山形大学学術研究院教授（地域教育文化学部担当）

50歳代
栃木県出身

講師
Profile いわゆる西洋クラシック音楽の系譜を継ぐ「現代音楽」

の作曲を専門とし、三味線や箏など、邦楽器を用いた作
品も多く手がけている。山形大学には2015年に着任。

●就職した動機と仕事の内容
　　教員をしながら創作活動を続けるというキャリアイメージはあったが、20代では作曲
に重きを置きたかったため雇用に縛られない生き方を目指していた。大学で後進の指導
にあたりつつ自由な時間を確保できる非常勤講師という働き方は当時の私の理想に近い
ものだった。
●これまでの道のり
　　高校1年生の秋から作曲の基礎を学びはじめた。大学では「現代音楽」の奥深さに触れ自
らの音楽を追求する。大学院へ進学後、出版社で楽譜校正のアルバイトをしつつ、芸術大
学や音楽大学の受験生を教えはじめる。30代に入り作曲コンクールでの受賞を機に、音楽
大学などの非常勤講師の道が開ける。40代半ばで、将来を見据え、自らの人生について考
え直す。創作活動を継続するためにも、より安定した生活基盤を築きたいと考え、専任教
員となる決意し山形大学に就職した。
●ワーク・ライフ・バランス
　　「作曲家であること」が自身の核となるアイデンティティであると自覚している。作曲
がワークなのかライフなのか境界線は曖昧。常に締め切りに追われている状態で、創作
は決して楽しいばかりではないが、作品が演奏され奏者や聴衆から共感を得られたとき
の喜びは何ものにも代えがたい。
●夢や目標
　　教員として学生たちと向き合いながら、ひとりの作曲家として作品を世に送りだし続
けたい。
●学生へのアドバイス
　　目標はできるだけ高く掲げよう。自分が望む以上の人間になれる可能性は著しく低い。
はじめから理想の80％を目指すなら、80％にすら届かないかもしれない。120％を目指す
くらいでちょうどいい。そして、自分の人生は自分で選び取り、主体性をもって生きよう。
●男女共同参画社会を考える
　　性別などの属性に囚われることなく、すべての人がその能力を最大限に発揮できるよ
うな環境を整えることが、社会全体の活性化と持続的な成長につながると考えている。 

講義 6

●作曲家を核に据
えつつ、ライフステ

ージに応じ柔軟に

キャリアを築く生
き方に感銘を受け

た。創作の孤独を

共感に変える情熱
や、安定した基盤の

上で表現を続け

る現実的な視点
は、将来の大きな

指針となった。

「120％を目指し主
体性を持つ」という

助言を胸に、理想

を高く掲げ、自らの
人生を主体的に選

び取っていきた

い。創作と教育の両
立に挑む真摯な姿

勢から、歩むべき

道が見えた。

●講義を通して、好
きな音楽を大切に

しながら仕事として

向き合い続けてこ
られた姿に強く心

を打たれた。作曲

家としての経験談
はどれも現実的で

、将来の進路を考

えるうえで多くの気
づきを与えてくれた

。また、非常勤と

常勤の両方を経験
されたからこそ語

れる働き方の違い

はとてもわかりやす
く、自分がどのよう

に働きたいのか

を考える良いきっか
けになった。

●仕事中心ではな
くライフ中心で仕

事を変化させる考
え

方で自分にとって
新しい考え方だと

思った。また、目標

を高く設定しておけ
ば80%の成果でも

ある程度高い成

果を出すことがで
きるというアドバイ

スに共感した。い

つも中途半端な結
末になってしまう

ので目標を高くし

より良い結果を出せ
るようにしたい。

●「好きなことを仕
事にする」生き方を

実際に体現されて

いる点がとてもすご
いと感じた。音楽へ

の情熱を持ち続

けながら働いてこ
られた経験談は、

将来の働き方を考

えるうえで大きな
刺激になった。また

、非常勤と常勤の

両方を経験されて
いるからこそ、それ

ぞれの働き方の良

い点と大変な点を
具体的に聞くこと

ができ、とても参考

になった。

江目 宏樹
山形大学学術研究院教授（工学部担当）

30歳代
山形県出身

講師
Profile

あなたは何者になりたい？
12月3日（水）14：40～16：10

どのように「考え
込まれ

た濃密な時間」を
作って

いますか？

情報収集をしてやるべきこと
を突き詰めてから行動を起こ
し、行動の濃度を上げる。AIに
頼るのではなく、AIの先生に
なることを目指している。

●就職した動機と仕事の内容
　　周囲に優秀な人間が多く、自分に大学教員は無理だと感じていた。就活を通じて、自分
のアイデア力を認識し、（それなりに好きだった）研究の継続に踏み切れた。現在は、ナノ粒
子やミストを用いたふく射熱制御技術の開発と、その教育・社会応用に取り組んでいる。
●これまでの道のり
　　山形五中→山形東高→東北大→芝浦工大→山形大 
　　中高大と部活（バドミントン）三昧。あまりまともに勉強に向き合ってこなかった。答え
のない問題に対し、自分で考えて試行錯誤する「研究」は面白く、性に合った。大学に残り、
コツコツと頑張って、コンスタントに論文投稿や研究資金獲得ができている（幸運）。キャ
リアの契機は JST 創発研究者（結構狭き門）としての採択。それなりに活躍を評価され、現
在は教授。私生活では東京時代に結婚。現在、三人の子宝に恵まれる。
●ワーク・ライフ・バランス
　　研究・教育・学会業務に追われる中で家族との時間を確保することに悩んでいる。晩御
飯は一緒に食べられるように19時までは必ず帰宅。早朝や夜の時間を有効に使い、効率
よく仕事を進める努力。子育ては超楽しい。かわいい。世間のネガティブな意見が理解で
きない。自分の時間はほとんどない。健康のためもう少し運動したい。
●夢や目標
　　ワーク：NatureやScience などの世界一と呼ばれる論文誌に採録されたい。研究を一生
の仕事にしたいと思える仲間を増やしたい。
　　ライフ：子どもとの限られた時間をより大切に。運動習慣を・・・（口だけ）
● 学生へのアドバイス
　　Ref：イチロー「指導する側が厳しくできない」時代「酷だけれど...自分たちで厳しくす
るしか」ある程度の成功を手にするために、ある程度の厳しい努力は必要だと思います。
自分で考え、工夫し、律し、挑戦を恐れないでください。自分の楽しいことをみつけ、それ
を大切にしてください。
●男女共同参画社会を考える
　　妻に相当な負担をかけているので、偉そうなことは何も言えない。性別に関なく公平な機
会が与えられる環境づくりが、楽しいワクワクできる研究につながる。ただ、それ以前に、誰
とでも意見交換でき、力を高め合うためにはコミュニケーション力を育むことが必要。

講義 7

●『「あなたは何者
になりたい？」と問

われたとき自分な
ら

どう答えるだろう
。』そう考えてみる

と、「こういう職業

に就きたい」「こん
な考え方ができる

人間になりたい」

「こういう人と一緒
にいたい」など、色

々な角度からの理

想が浮かび上がっ
てきた。こういった

漠然とした理想を

達成可能なものに
するためには、考え

込まれた濃密な

時間をひたすらかけ
ることが必要だと学

んだ。

●これから漠然と
した自分の理想を

詳細に言語化し、情

報収集をして、アプ
ローチをかけてい

きたいと思った。

抽象的なものを具
体的なものに落と

し込むのには時間

も労力もかかるが
、自分の可能性はま

だまだ無限大に

あると思うと、わく
わくした。

●自己理解を深め
ることで、どこに身

を投じれば自分の

得意なことを評価
してくれるのか、相

手の求める物と自

分の要望を絡めて
合致させることが

できるのかといっ

たことを知ることが
できると分かった。

●自己理解を深め
る1つの方法として

、様々な挑戦の中で

自分に適した環境
を知っていくことが

必要であると考

えた。そのためには
自分で情報を取り

に行き、積極的に

プロジェクトやイン
ターンシップに参加

してみることも

大事だと学んだ。挑
戦が失敗した時の

ことを考えて過度

な心配をするので
はなく、飛び込んだ

先で嫌なことが

あっても、それを勉
強・経験という糧に

してまた前に進

めばいいんだと気づ
かされた。

●まだ一年生だか
ら就活は早いとい

うような思い込み
に

囚われず、将来どの
ような進路を辿っ

ていきたいのか、

具体的に明確化さ
せるきっかけとなっ

た。ただ漠然と抱

いていただけの夢
に近づく第一歩の

踏み出し方を掴め

たような気がする
。

東北大学で博士号取得後、芝浦工大特任講師を経て、現
在、山形大学教授・JST 創発研究者として活躍。ふく射熱
制御、ナノ粒子の光熱変換、ミスト遮蔽など熱工学と光
学の融合領域で多数の実績と受賞歴を有する。
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振り返り講義の

振り返り講義の

転職して、今までと
一番

違うなと思ったこ
とは

ありますか？

教員は教えることが好きな人
が多く、自然と学びを得られ
る環境だった。
一方、研究開発部では職人気
質の人が多く、わからないこ
とは自分から声をかけて初め
て教えてもらえる。
こうした違いを経験し、分か
らないことをそのままにせ
ず、主体的に動くことの
大切さを学んだ。

一生懸命に取り組み、「知っている」を増やす
12月10日（水）

小日向 芽衣
14：40～16：10

アイジー工業株式会社研究開発部商品企画チーム

20歳代
山形県出身

講師
Profile 新商品のデザインや試作品の評価試験に関わる業務を担

当している。山形北高校、山形大学を経て、山形大学院を修
了。大学院在学中から3年間、東北文教大学山形城北高校で
講師を務めた。2024年にアイジー工業へ入社し、現在2年
目。現在は夫と二人暮らしで、趣味は旅行。

●就職した動機と仕事の内容
　　就職先を決めるうえで最も大切にしているのは、地元である山形で働くということだ。
講師として教育現場に携わる中で、学校以外の世界にも視野を広げたいと思うようにな
り、地元企業であるアイジー工業へ入社した。現在は、新商品のコンセプトやデザインの
考案、試作品の評価試験など、商品開発に関わる業務を担当している。
●これまでの道のり
　　山形大学理学部、山形大学院（金井塚研究室）を経て、修士2年次から修了後の3年間にわ
たり、東北文教大学山形城北高校で講師として勤務した。その後、アイジー工業に入社し、
現在は研究開発部商品企画チームに所属している。
●ワーク・ライフ・バランス
　　研究開発部ではフレックスタイム制度を導入しているため、忙しい時期と余裕がある
時期で勤務時間を調整し、プライベートを確保している。休日はほぼカレンダー通りで、
趣味である旅行の予定を立てやすく、それが日々の仕事のモチベーションにつながって
いる。現在はワーク・ライフ・バランスの取れた生活を送れているが、今後、仕事の役割や
家族構成が変化した際に、これまで通り調整できるかについては少し不安もある。
●夢や目標
　　現在は先輩の補佐的な業務が多いが、将来は自分がデザインし、責任者として開発した
商品を発売したい。そのために、デザインや色彩から製造設備に関わることまで幅広く勉
強中。
●学生へのアドバイス
　　「知っている」ことからしか将来は選べない。「知っている」ことが少なくて将来を狭め
てしまうのはもったいない。大学生のうちから色々なことに挑戦し、「知っている」を増や
そう。また、与えられたことはなんでも一生懸命に取り組もう。周りから信頼され、自分が
困ったときに助けてもらえるようになる。
●男女共同参画社会を考える
　　誰でもやりたいことができる環境を整えることは大切だと思う。一方で、生物として男
女や個人の違いがあるのは事実だと思うので、なんでも平等にするのではなく、多様な働
き方を選べる仕組みづくりが重要だと感じる。

講義 8

●フレックスタイム
制をうまく活用し

たり、日々に小さな

楽しみ、たまに大き
な楽しみを用意し

たりして、仕事を

頑張って、私生活を
楽しみながら頑張

ってと、理想的な

生き方だなと感じ
た。やるべきことと

やりたいことのメ

リハリをつけるのは
難しいことだが、や

りたいことを目

いっぱい楽しむた
めに、やるべきこと

に集中して取り組

むようにしたいと感
じた。

●「なんでも一生懸
命頑張ろう」、頑張

った分信頼してもら

える人間になれて
、自分が困ったとき

に助けてもらえる

という風におっしゃ
っていたことが、印

象に残っている。

一生懸命頑張るこ
とは大変で苦しい

ことも多いと思う

が、頑張ったこと、
その事実は裏切ら

ない、その頑張り

は誰かがきっと見て
くれているのだと思

えた。

●会社の制度をう
まく活用することで

、ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた生
活につながることを

学んだ。特に印象

に残ったのは、アイ
ジー工業にあるフ

レックスタイム制

だ。自分の都合に合
わせて勤務時間を

調整できるとい

う点は、働く人にと
ってとても良い制度

だと感じた。

●働く制度に目を
向けることで、自分

に合った会社かど
う

か、そして自分のキ
ャリアにとって良い

選択なのかを考

えることが、就職先
を決めるうえで重

要になるというこ

とに気づいた。

●「知っているもの
からしか将来は選

べない」という言葉

が心に残り、これか
らも知識や経験を

増やし、自分の将

来の選択肢を広げ
ていきたいと思った

。

山口 優
山形県立東桜学館高等学校  教諭

30歳代
山形県出身

講師
Profile 山形県立東桜学館高校で、国語科の教員をしている。母校

米沢興譲館高校での勤務を経て、2023年より、中高一貫
校である現任校に中学校教諭として赴任。昨年度より現
職。趣味はサッカー観戦（モンテディオ山形）。

自分を知ることで、自分のキャリアが見えてくる
12月17日（水）14：40～16：10

拡散思考、収束思考
それぞ

れのコツは？ 

拡散思考は、いろんなことを
考えてどんどん広げていくこ
と。いろんな人に話を聞くこ
とが大切。収束思考は、自分な
りに納得がいくように考えを
まとめていくこと。考えをま
とめていく段階で考え方を方
向転換できる柔軟性も持つこ
とが重要。

講義 9

●キャリア形成とワ
ーク・ライフ・バラ

ンスを考えるうえで

最も重要なのは「自
己理解」であると強

く感じた。

●「何かを人に教え
るためには、自分自

身が学び続け、視

野を広げていかな
ければ成り立たな

い」という話が印

象に残った。ただ知
識を得るだけでな

く、それを自分の

言葉で発信する力
がなければ他者に

伝えることはでき

ず、発信する力その
ものが自分の学び

を深めることに

つながるのだと感
じた。

●主観的幸福感に
は自己決定指標が

最も深く関わってい

るという点から、自
分で選択すること

の重要性を学ん

だ。しかし、自己決
定をするためには

、自分の価値観を

理解していなけれ
ばならない。大学生

は将来どこに向

かうのかを自分自
身で決めなければ

ならない立場にあ

るため、自己理解が
非常に重要である

と感じた。

●自己理解ができ
ることで、セルフプ

ロデュースやセルフ

マネジメントが可能
になり、自分らしい

働き方や生活の

バランスを築くこと
ができると学んだ

。自己理解は考え

るだけでは得られ
ず、実際に行動し、

さまざまなことに

挑戦しなければ分
からない部分が多

いというお話も印

象的だった。そのた
め、学生のうちに多

くの分野に触れ、

経験を積むことが
大切だと感じた。

●働くにあたって
はメンターやモデ

ルケースの存在が
重

要であり、尊敬でき
る人を持つことで

、自分のキャリア

の目標がより明確
になると感じた。主

体的に行動し続け

る姿勢の大切さを
改めて実感した。

●就職した動機と仕事の内容
　　生まれ育った山形への恩返しをしたいという思いから、地元山形で高校国語の教員に
なった。教員の仕事は多岐に渡るので、そこもやりがいの一つ。現在は今年創立10年を迎
える中高一貫校に所属している。
●これまでの道のり
　　幼い時から教員を志していたが、大学進学時に、教育学部以外への進学も考えた。最終
的には宮城教育大学に進学したことで教員になる決意を固めた。学生時代国語が特別得
意だったわけではなく、国語をどのように教えるか、というところに興味を持った。大学
院にも進学し、教授の勧めもあって大学院一年目から教員採用試験を受験し、運よく合
格。大学院を中退し、母校の山形県立米沢興譲館高校に赴任した。同僚・他校の先生方はも
ちろん、生徒、保護者、OB・OG、地域の方々等から、多くのことを学んだ。部活動指導のた
め指導者の公認資格も取得した。
●ワーク・ライフ・バランス
　　教員としての経験を積んでいくにつれ、仕事に対するストレスはあまり感じなくなっ
た。むしろ教材研究等には時間を忘れて没頭してしまうので、メリハリをつけ、生産性を
高めて働くように意識はしている。働いていく中で、「忙しさ」に対する感じ方は人それぞ
れだと実感した。最初からバランスを取るのは難しいと思うので、まずは自分のスキルや
専門性を高め、その後自分でバランスをとれるような方法を学んでいくと良いのでは、と
感じている。
●夢や目標
　　教員の働き方改革の一環で、部活動等、学校で担当していた業務も社会で請け負うとい
う状況が進んでいくと思うので、その橋渡しや調整役が求められると個人的には感じてい
る。教員といった枠組みを超えて、そういった役割を担うことができたら、と考えている。
● 学生へのアドバイス
　　自分が知っているものの中でしか進路は選べないので、多様な体験・経験をすることが
大事。自己は他者との関わりの中でしか見えてこない。拡散思考と収束思考を繰り返し、
自分のキャリアを考えていってほしい。
●男女共同参画社会を考える
　　日本社会に限らず、世界全体が男女共同参加という前提で進んできている。その影響は
私たちの暮らし等の身近なところにも及んでいる。従来の価値観をアップデートしなが
ら、自身の思考を柔軟にし、視野を広げていかなければならないと感じている。
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